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■
大
野
高
校
60
年
の
歩
み

昭
和
23
年
度
…
「
岩
手
県
立
久
慈

農
業
高
等
学
校
大
野
分
校
定
時
制

課
程
」
と
し
て
創
設
。
校
舎
は
大

野
小
学
校
を
一
部
借
用
。
夜
間
部

普
通
科
・
被
服
科
に
入
学
者
38
人
。

昭
和
24
年
度
…
県
立
久
慈
高
校
と

県
立
久
慈
農
業
高
校
の
統
合
に
よ

り
「
岩
手
県
立
久
慈
高
等
学
校
大

野
分
校
定
時
制
課
程
」
に
校
名
変

更
。
第
１
回
卒
業
式
を
行
う
。

昭
和
25
年
度
…
昼
間
部
設
置
。
帯

島
分
室
設
置
（
現
帯
島
保
育
所
）。

昭
和
26
年
度
…
帯
島
分
室
一
時
閉

鎖
。
夜
間
部
を
廃
止
。

昭
和
31
年
度
…
帯
島
分
室
再
開
。

昭
和
32
年
度
…
独
立
校
舎
が
完
成

（
大
野
９
の
９
）。

昭
和
38
年
度
…
創
立
15
周
年
記
念

式
典
を
行
う
。

昭
和
39
年
度
…
帯
島
分
室
閉
鎖
。

昭
和
44
年
度
…
現
在
地
に
新
校
舎

完
成
。
落
成
式
・
祝
賀
会
を
行
う
。

全
日
制
昇
格
が
決
定
し
、
祝
賀
パ

レ
ー
ド
を
行
う
。

昭
和
45
年
度
…
定
時
制
課
程
の
募

集
停
止
。
全
日
制
課
程
の
普
通
科

2
学
級
募
集
開
始
（
定
員
94
人
）。

昭
和
46
年
度
…
体
育
館
が
完
成
。

落
成
記
念
式
典
を
行
う
。

昭
和
47
年
度
…
全
日
制
第
１
回
、

定
時
制
最
後
の
卒
業
式
を
行
う
。

昭
和
48
年
度
…
独
立
校
へ
の
昇
格

が
決
定
、祝
賀
パ
レ
ー
ド
を
行
う
。

昭
和
49
年
度
…
「
岩
手
県
立
大

野
高
等
学
校
」
と
し
て
独
立
。
全

日
制
課
程
の
普
通
科
３
学
級
募
集

（
定
員
１
３
５
人
）。
開
講
記
念
式

典
を
行
う
。
学
校
給
食
開
始
。

昭
和
52
年
度
…
増
築
校
舎
完
成
。

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が
県

民
体
育
大
会
で
初
優
勝
。

昭
和
53
年
度
…
創
立
30
周
年
、
新

校
舎
落
成
記
念
式
典
を
行
う
。
理

科
部
物
理
班
が
日
本
学
生
科
学
賞

で
３
等
賞
。

昭
和
59
年
度
…
独
立
10
周
年
記
念

式
典
を
行
う
。

平
成
元
年
度
…
創
立
40
周
年
、
改

築
校
舎
落
成
記
念
式
典
を
行
う
。

平
成
６
年
度
…
全
日
制
課
程
の
普

通
科
２
学
級
募
集
（
定
員
80
人
）。

平
成
７
年
度
…
県
家
庭
ク
ラ
ブ
連

盟
研
究
発
表
大
会
で
最
優
秀
賞

（
平
成
８
年
ま
で
２
年
連
続
）。

平
成
10
年
度
…
創
立
50
周
年
記
念

式
典
を
行
う
。
男
子
卓
球
部
が
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
初
出
場
（
平
成
20
年

ま
で
男
女
部
員
が
連
続
出
場
中
）。

平
成
20
年
度
…
創
立
60
周
年
記
念

式
典
を
行
う
。

【教育振興功労者】

　創立 50 周年記念事業
　協賛会会長

【学校発展功労者】

　第11代校長

　第12代校長

　第13代校長

　第14代校長

　第15代校長

　第９代ＰＴＡ会長

　第10代ＰＴＡ会長

　第11代ＰＴＡ会長

　第12代ＰＴＡ会長

　第13代ＰＴＡ会長

　第14代ＰＴＡ会長
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故

■大野高校 60 周年記念式典功労表彰者
（敬称略）

　

県
立
大
野
高
等
学
校
（
新
沼
良

治
校
長
・
生
徒
１
８
５
人
）
の
創

立
60
周
年
記
念
式
典
が
10
月
25

日
、
同
校
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
同
校
の
生
徒
や
卒

業
生
、
地
域
住
民
な
ど
、
出
席
し

た
約
３
０
０
人
が
創
立
60
周
年
を

祝
い
ま
し
た
。

■大野高校で創立 60 周年記念式典とフォーラム

　母校の歴史を振り返った出席者 300 人

さらなる飛躍誓う

 

記
念
式
典
を
挙
行

 

さ
ら
な
る
飛
躍
誓
う

　

式
典
で
は
、
新
沼
校
長
が
「
本

校
は
、
旧
大
野
村
の
子
ど
も
た
ち

に
高
等
教
育
の
機
会
を
与
え
る
た

め
に
地
域
の
皆
さ
ん
の
努
力
で
創

立
さ
れ
た
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を

持
ち
、
無
限
の
能
力
を
発
揮
し
て

己
を
切
り
開
い
て
ほ
し
い
」
と
式

辞
。
60
周
年
記
念
事
業
協
賛
会
の

東
大
野
一い

ち

男お

会
長
（
東
大
野
・
65

歳
）
が
「
式
典
の
挙
行
に
協
力
い

た
だ
い
た
多
く
の
皆
さ
ん
に
感

謝
し
た
い
。
在
校
生
の
皆
さ
ん
に

は
母
校
の
伝
統
を
継
承
し
、
新
し

い
歴
史
の
創
造
に
ま
い
進
さ
れ
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
新
沼
校
長
ら
が
歴
代

校
長
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
な
ど
13
人
に

感
謝
状
を
贈
呈
（
表
彰
者
は
９
㌻

左
上
名
簿
の
と
お
り
）。
同
校
50

周
年
記
念
事
業
か
ら
の
10
年
間
、

同
校
の
発
展
に
尽
力
し
た
方
々
に

感
謝
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

　

在
校
生
か
ら
は
、
生
徒
会
長
の

西
村
亮

り
ょ
う

兼け
ん

さ
ん
（
２
年
）
が
「
伝

統
と
は
新
し
い
も
の
を
求
め
、
発

展
さ
せ
る
こ
と
。
輝
か
し
い
伝
統

を
受
け
継
ぎ
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
新
し
い
歴
史
を
築
い
て
い

き
た
い
」
と
力
強
く
宣
誓
。
最
後

は
出
席
し
た
約
３
０
０
人
が
校
歌

を
斉
唱
し
、
同
校
の
さ
ら
な
る
飛

躍
へ
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

 

フ
ォ
ー
ラ
ム
で

 

今
後
の
あ
り
方
探
る

　

式
典
に
引
き
続
き
、
同
校
体
育

館
で
は
「
地
域
の
高
校
教
育
を
考

え
る
」
と
題
し
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
。
定
員
割
れ
し
て
い
る
小
規

模
高
校
の
統
廃
合
が
全
国
的
に
進

め
ら
れ
る
中
、
同
校
の
存
続
問
題

と
今
後
の
あ
り
方
を
テ
ー
マ
に
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ラ
ー
は
、
元
大
野
高
校
校

長
の
中
村
三み

ち

お

千
男
さ
ん
、
大
野
高

校
を
守
る
会
会
長
の
坂
久
保
満

み
つ
る

さ

ん
、
大
野
高
校
前
生
徒
会
長
の
附

柳
結ゆ

か香
さ
ん
、
東
京
大
野
つ
ば
さ

会
会
長
の
福
島
義よ

し

雄お

さ
ん
、
水
沢

地
域
パ
ン
等
加
工
組
合
組
合
長
の

秋
山
陽よ

う

子こ

さ
ん
、
久
慈
高
校
山
形

校
創
立
60
周
年
記
念
事
業
協
賛
会

会
長
の
嵯
峨
力り

き

雄お

さ
ん
の
６
人
。

　

県
内
で
も
数
少
な
い
セ
ン
タ
ー

方
式
で
の
給
食
や
地
域
住
民
の
努

力
に
よ
る
学
校
整
備
の
経
過
な
ど

の
事
例
か
ら
、
地
域
と
の
強
い
結

び
つ
き
を
再
確
認
。
小
規
模
校
な

ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
や
統
廃
合
に

な
っ
た
際
の
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ

リ
ッ
ト
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
交

わ
さ
れ
た
ほ
か
、
首
都
圏
に
住
む

町
出
身
者
の
子
ど
も
の
入
学
を
促

す
「
ふ
る
さ
と
留
学
制
度
」
の
導

入
が
提
案
さ
れ
る
な
ど
、
今
後
の

大
野
高
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
活

発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

功労者に感謝状を贈る新沼校長（中）

←パネルディスカッショ

ンで活発な議論を行った

パネラーの皆さん（一番

左はコーディネーターを

努めたＩＢＣ岩手放送の

瀬谷佳子アナウンサー。

パネラーは左２番目から

順に中村さん、坂久保さ

ん、附柳さん、福島さん、

秋山さん、嵯峨さん）

母校の発展を力強く誓っ
た生徒会長の西村さん


